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花粉センサーネットワークでとらえられた御嶽山 2014年の降灰
The ash fall of Ontake Volcano 2014 eruption by the pollen sensor networks observation
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全国に展開されている花粉センサーネットワークは，粒子センサーを基として開発されているため，それにより火山
灰の降下が観測できることは知られている（例えば，及川ほか，2009；宮地ほか，2010）．しかし，その感度や火山灰に
対するセンサー値の特性は不明な点が多い．2014年 9月 27日に発生した御嶽山の噴火の降灰は，NTTドコモの環境セ
ンサーネットワークの花粉センサーで捉えられた．そのセンサー値と降灰分布や降灰量の実測値を比較検討して，降灰
時間，センサーの感度，火山灰によるセンサー値の特性などを検討し報告する．
今回の解析には，27˜29日にかけて微量でも御嶽山の降灰が認められた地域内とその周辺に設置されたセンサーネット

ワークの観測値を使用した．実際の降灰量と比較すると，降灰と判断されるセンサー値の変化は 2 g/m2以上の降灰量で
認められた．花粉センサーの感度は，スギ花粉の粒径（˜30µm）にあわせて調整されている．通常の火山灰粒子はスギ
花粉より粗い粒子が多いため，降灰量が少ない場合にはバックグランド以上のカウント数が稼げない可能性がある．そ
のため，実際の降灰域より狭い範囲でしか，花粉センサーの値は変化しないと考えられる．なお，浅間火山 2009年の噴
火は，1 g/m2 以上の降灰で花粉センサー値が変化した．これは，噴火による細粒粒子の生産量や凝集の効果などで実際
に降ってきた火山灰の粒径がことなるため，感度に差が生まれた結果と考えられる．
なお，花粉センサーで捉えられた火山灰粒子は，電圧値と偏光度から概ね 35µm以下で偏光度は 0～0.2程度で円形と

はかけ離れた形をなすものが多い．
花粉センサーの値から，御嶽火山で 2014年 9月 27日に発生した噴火による降灰は，東側 30 km地点には約 3時間後，

40 km地点には約 5時間後に降灰したと判断される．ゆっくりと拡散していった様子が捉えられた．また，北東麓の濁川
温泉には 27日 21時頃に降灰があったと推測される．山梨県の報告では火口から 60-80 km離れた山梨県内への降灰は，
噴火後 6時間程度であることから，センサーで捉えられた値はおおむね正しい降灰時間を示していると判断される．
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